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ミツカン水の文化センターでは、「使いながら守る水循環」を学ぶための
「里川文化塾」を年に数回開いております。
第 25回目となる今回は、小説および映画『のぼうの城』で一躍有名に
なった「忍

おしじょう

城」を舞台に開催します。
忍城は、沼地のなかの地形を巧みに活かして建設され、室町時代から明
治初年にかけて存在した城です。水郷のなかに点在する様はまさに要害。
「難攻不落の城」として名高かったと伝えられています。
山城に代表されるように、そもそも城は見通しの利く高台に設けられるこ
とが多かったため、飲み水の確保に苦労し、井戸は必須でした。そうした
城と水の関連も視野に入れつつ、湿地帯につくられた「忍城」の水利用に
ついて行田市郷土博物館 学芸員の澤

さわむられいか

村怜薫さんに解説していただきます。
豊臣秀吉の命を受けた石田三成が忍城に仕掛けたと伝わる「水攻め」の
跡地（「石田堤」と呼ばれる堤防）も巡り、城にかかわる水利用について
学びます。

本誌 53号でお知らせしました第

24回里川文化塾「丘陵地を水田に
した熱意の結晶『二

に ご あ な

五穴』――100

年経っても現役のトンネル用水路を
巡る」は、予定どおり2016年 7

月 31日に開催しました。
「里川文化塾」は、参加なさった
方々以外にも内容を知っていただく
ために、終了後に「開催レポート」
を公開しております。ぜひご覧くだ
さい。

魅力あふれる独自の「水の文
化」を培っている「人」や「事・
場」を訪ね、研究や活動を紹介
する「水の風土記」。人にフォ
ーカスする〈水の文化 人ネット
ワーク〉で「魚

うおじりせん

尻線」を取り上
げました。
海のない山梨県で、今もマグ
ロの刺身が多く食べられている
理由が魚尻線です。山梨県立博
物館 学芸員の植月学さんに山
梨県における海魚の食文化と
魚尻線についてお聞きしました。

センター活動報告

里川文化塾「開催レポート」
http://www.mizu.gr.jp/bunkajuku/houkoku/

2016年11月27日（日）開催決定！
（埼玉県行田市周辺）

※小雨決行。荒天時の順延日は12月11日（日）

第25回里川文化塾

忍城の水利用　参加者募集中！

【里川文化塾 開催報告】

第24回里川文化塾

「丘陵地を水田にした熱意の結晶『二五穴』」

 日時： 2016年 11月 27日（日）9:30～17:00ごろ
  （小雨決行。荒天時の順延日＝12月 11日（日））
 フィールド： 埼玉県行田市
 座学会場： 行田市郷土博物館（埼玉県行田市本丸 17-23）
 集合・解散場所： ［集合］9:30　JR東日本・秩父鉄道「熊谷駅」北口
  　　　　→貸切バスで行田市郷土博物館へ移動
  ［解散］16:45ごろ　JR東日本・秩父鉄道「熊谷駅」北口
  　　　　（交通状況により遅延の可能性あり）
 当日の予定： 午前中＝講師による座学。館内見学
  午後＝さきたま古墳公園内の「丸墓山古墳」
  　　　および「石田堤」の史跡を視察
  ※上記は予定です。変更する場合もございますので、
  　詳しくはホームページをご覧ください

 講師： 澤村怜薫 さん（行田市郷土博物館 学芸員）

忍城の本丸跡に建てられた三階櫓（模擬）と堀

山を刳（く）り抜いた
「二五穴」と用水路

植月 学（うえつき まなぶ）さん 

山梨県立博物館 
学芸課 学芸員

（2016年 8月公開）

「水攻め」のため石田三成が陣を張ったと
いわれる「丸墓山（まるはかやま）古墳」

石田堤の痕跡。予想以上の雨量でこの堤
が切れて「水攻め」は失敗したとされる

【水の風土記 最新インタビュー】

海のない地域に残る「海魚の食文化」
～「魚尻線」がもたらしたもの～

水の風土記
http://www.mizu.gr.jp/fudoki/
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ
り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード
できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 里川文化塾レポート詳細版は、ホームページで
 里川文化塾のレポート詳細版は、参加できなかった方も楽
しめる内容です。今後の企画についても、順次ホームペー
ジでご案内します。ご注目ください。

発行日
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第54号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写

『水の文化』54号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form54.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：０３-６６８５-７５９６
メールアドレス：tokyo-of�ce@mizu.gr.jp


